
長久手市地域防災計画修正（案）の概要について
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説明項目

１ 長久手市地域防災計画の修正（案）要旨

２ 今後の予定
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修正事項

地域防災計画修正の根拠

１ 災害対策基本法の改正

２ 新型コロナウィルス感染症を踏まえた修正

３ その他最近の国の施策等を踏まえた修正
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長久手市地域防災計画の修正（案）要旨

地域防災計画修正の根拠（Ｐ１）

・市町村地域防災計画とは

災害予防、災害応急対策及び災害復旧等に関する事項別の

計画について定めた総合的な計画

毎年検討を加え、必要があると認めるときは、修正を行う。

（災害対策基本法第４２条）

・市町村防災会議の所掌事務

地域防災計画の作成、修正（災害対策基本法第１６条）
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長久手市地域防災計画の修正（案）要旨

１ 災害対策基本法の改正（Ｐ１）

⑴ 避難勧告及び避難指示の一本化

⑵ 広域避難に関する事項

⑶ 個別避難計画の作成
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長久手市地域防災計画の修正（案）要旨

１ 災害対策基本法の改正
⑴ 避難勧告及び避難指示の一本化（Ｐ１）

⇒ 令和３年５月に災害対策基本法の改正があり、避難情報につ
いて上記の表のように、記載内容を変更

（避難勧告と避難指示の違いがわかりにくいとの声が多くあった。）
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改正後 改正前 警戒レベル（市が発令）

高齢者等避難 避難準備・高齢者等避難 レベル３
高齢者等は避難

避難指示 避難勧告
避難指示（緊急）

レベル４
全員避難

緊急安全確保 屋内安全確保 レベル５
命を守るための最善の行動



長久手市地域防災計画の修正（案）要旨

１ 災害対策基本法の改正

⑶ 個別避難計画の作成（Ｐ３）
避難行動要支援者対策として避難行動要支援者名簿に基づき、
個別避難計画の作成を「努力義務化」したことを追記

⇒ 市は、避難行動要支援者に関する氏名・生年月日・性別・
住所等（中略）必要な事項を記載した個別避難計画を作成す
るよう努める。

※ 避難行動要支援者とは
高齢者、障がい者、妊婦、外国人等のうち、災害時などに避難
行動をする際に特に支援を必要とするもの
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個別避難計画の作成への取組の体制について
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庁内 庁外

自主防災組織

まちづくり協議会
自治会連合会等

社会福祉協議会

民生委員・児童委員

地域包括支援ｾﾝﾀｰ

社会福祉施設関係者

避
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検討案

安心
安全課

福祉課
長寿課
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ある課

地域共生
推進課

防災部局

福祉部局



長久手市地域防災計画の修正（案）要旨

２ 新型コロナウィルス感染症を踏まえた修正の改正（Ｐ５）

⑴ 避難所における感染症対策

⑵ 避難所開設・運営訓練の実施

⑶ パーティション等の備蓄の促進

⑷ 応援職員等の感染症対策
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長久手市地域防災計画の修正（案）要旨

２ 新型コロナウィルス感染症を踏まえた対策

⑴ 避難所における感染症対策（Ｐ５）
①新型コロナウィルス感染症対応時の必要専有面積について
具体的に記載、
②避難所についてはホテルや旅館等を活用して多くの避難所を
開設に努めることについての記載を追記

⇒ ①一家族が、目安で、３ｍ×３ｍの１区画を使用し、各区画
（一家族）の距離、１～２ｍ以上空ける（※人数に応じて区画の
広さは調整する。）

②必要な場合には、ホテルや旅館等の活用等も含めて、可能
な限り多くの避難所を開設するものとする。
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コロナ禍における体育館レイアウト（一例）
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長久手市地域防災計画の修正（案）要旨

２ 新型コロナウィルス感染症を踏まえた対策

⑵ 避難所開設・運営訓練の実施（Ｐ６）
⑶ パーティション等の備蓄の促進（Ｐ６）
①避難所が備えるべき設備の整備として、段ボールベッドなど
を整備行うことを追記
②避難所の運営体制の整備として、感染症対策に配慮した避
難所開設・運営訓練を積極的に実施する旨を追記

⇒①避難所には、（中略）、 段ボールベッド、パーティション等の
整備を図るとともに、マスク、消毒液の備蓄に努める。

②新型コロナウィルス感染症を含む感染症の拡大のおそれが
ある状況下での災害対応に備え、感染症対策に配慮した
避難所開設・運営訓練を積極的に実施するものとする。

13



段ボールベッド、パーティションの写真
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段ボールベッド
縦：１９０ｃｍ

横：７３ｃｍ

高さ：４１ｃｍ

ホップアップパーティション
縦：２００ｃｍ

横：２００ｃｍ

高さ：１８０ｃｍ



長久手市地域防災計画の修正（案）要旨

３ その他最近の国の施策等を踏まえた修正（Ｐ８）

⑴ 災害対応のデジタル化の促進

⑵ 福祉避難所の活用による要配慮者の円滑な避難の確保

⑶ あらゆる関係者が協働して取り組む「流域治水」の推進

⑷ 正常性バイアス等の必要な知識を教える実践的な教育の
推進
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長久手市地域防災計画の修正（案）要旨

３ その他最近の国の施策等を踏まえた修正

⑴ 災害対応業務のデジタル化の推進（P8)
大規模広域災害対応の効果的・効率的な対策を行うため、
災害対応業務のデジタル化の促進に努めていくことを追記

⇒ 効果的・効率的な対策を行うため、災害対応に必要な
情報項目等の標準化や、システムを活用したデータ収集・
分析・加工・共有の体制整備を図るなど、災害対応業務の
デジタル化の促進に努める。

センサーやドローンによる情報収集や被災時に行政機能が
停止しないようデジタル空間へ業務用データを移動させる。
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長久手市地域防災計画の修正（案）要旨

３ その他最近の国の施策等を踏まえた修正

⑵ 福祉避難所の活用による要配慮者の円滑な避難の確保（P9）
福祉避難所として指定避難所を公示する際に、受入れ対象者
を指定する、また、それにより要配慮者が避難が必要となった際
に直接福祉避難所に避難することができるよう努める。ことにつ
いて追記

⇒ 受入れを想定していない避難者が避難してくることがない
よう、必要に応じて、あらかじめ福祉避難所として指定する
際に、受入れ対象者を特定して公示するものとする。

近年の災害で、福祉避難所に多くの一般避難者が避難し、
要配慮者等が避難できなかったこと事案が多く発生
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長久手市地域防災計画の修正（案）要旨

３ その他最近の国の施策等を踏まえた修正

⑶ あらゆる関係者が協働して取り組む｢流域治水｣の推進（P10）
ハード・ソフトの両面から流域治水を推進する。ことについて
追記

⇒ 気候変動の影響による災害の激甚化・頻発化に対応する
ため、国・県・市、地元企業、住民等あらゆる関係者が協働
してハード・ソフトの両面から「流域治水」を推進する。
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流域治水とは

これまでの治水対策（河川の氾濫などの災害を防ぐ）に加え、集水
域（雨水が河川に流入する地域）から氾濫域（河川等の氾濫により浸
水が想定される地域）を一つの流域として捉え、あらゆる関係者が協
働し、流域全体で水害を軽減させる対策を推進する。



流域治水プロジェクトのイメージ図
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３ 今後の予定
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